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地球は未来の子供たちから借りたもの 

                               副校長  青 木 真 美 

 梅雨明けとともに、プールから子供たちの元気な声が聞こえてきました。 

 子供たちにとって梅雨の雨は、プールに入れませんから嫌がられますが、この期間の雨は、植物や

生き物、そして私たち人間にとっても大切な雨であると思います。もし、梅雨の雨がなければ、食を

得るための農業ばかりではなく、私たち人間の夏の生活にも大きな影響がでます。教員に成り立ての

頃、水不足になり子供たちが楽しみにしているプールに入れない事態になった夏を経験したことがあ

ります。しかし、近年、水不足でプールには入れないことはありません。むしろ極端な高温でプール

に入れなかったり、大雨での災害が各地で起こったりしています。今年の夏は、電力不足が心配な夏

になりそうですが、このような異常気象の背景には、地球温暖化が関わっているとみられます。 

今、地球に何が起こっているのでしょうか。確実に昔の地球とは違う状態になっていることは誰も

が感じていることだと思います。原因を作り出しているのは、私たち人間であることも認めざるをえ

ません。このように考えていく中で、思い出したのが次のような言葉でした。 

｢地球は、未来の子供たちから借りたもの｣ 
この言葉は、子供たちと地球温暖化について学習したときに、一人の女の子が口にした言葉でした。 

『｢借りたもの｣だから、やがては返さなければならない。今のまま、便利な生活の中で、自由に使っ

ていたら、未来の子供たちに、今のままの地球を返すことができなくなる』と、話していました。こ

の言葉を聞いたときに、学ぶことの意味を改めて考えさせられました。 

 第二小学校では、３年生が落合川について学び、綺麗な川と共に生きていることを実感します。２

年ぶりに行けた移動教室においても、６年生が自然の雄大さを肌で感じ、この自然を守っていくこと

の大切さを理解したことでしょう。昨年度の６年生は、地球温暖化について調べ、自分たちができる

ことを考える学習をしました。こうした、日々の学びを世界中の子供たちが積み重ねることにより、

綺麗で豊かな地球を未来の子供たちに返すことができるのではないかと思います。自分の力で今必要

なことを調べたり考えたりする中で様々な学びを積み重ね、何かのために行動できる人に成長してほ

しいと願っています。一人一人の力が、大きな力となり、地球を救うことにつながります。二小の子

供たちが、いつまでも豊かな地球で幸せに生き、地球を守る一員となる日を思い描き、日々の教育活

動を一歩一歩行っていきたいと思います。 

 夏休みは、自然に触れたり自分の興味や関心のある学習に時間をかけたりすることができる大切な

時です。ご家庭におかれましても、地球環境について話し合ったり、家庭で今できることをお子さん

と一緒に考えて実践したりしてみてください。未来を創り生き抜く子供たちのために、豊かで綺麗な

地球を残すための第一歩を子供たちと一緒に踏み出してみませんか。 

『教育目標』 

 ◇  考える子  

  ◇  仲よくする子  

  ◇ じょうぶな子  








